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米石油生産、21年の伸びは限定的─ＯＰＥＣ専門委＝関係筋

［ロンドン　１８日　ロイター］ - 今週開催された石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）の専門委員会で、原油価

格が上昇しているにもかかわらず、２０２１年の米石油生産の伸びは限定的である可能性が高いとの見通

しが示されたことが、関係者の話で分かった。一方、２２年はシェールオイル生産が大幅に増加する可能

性があるという。

関係者によると、ＯＰＥＣ経済委員会（ＥＣＢ）が１５日に、ＯＰＥＣとロシアなど非加盟国で構成する

「ＯＰＥＣプラス」の技術専門委員会が１７日に会合を開催。今年の米石油生産量の伸びは日量２０万バ

レルと低水準にとどまる一方、２２年については日量５０万─１３０万バレルの伸びが予想されるとし

た。

米シェールオイルの生産量は通常、石油価格に連動するが、関係者は「シェールオイル生産に関する一般

的な見解は、価格が上昇すれば増加するだろうが、急速ではないというものだった」と指摘。米国の生産

業者は供給拡大よりも「投資規律と投資家へのフリーキャッシュフロー」を引き続き重視しているとし

た。

シェールオイル生産の大幅な増加が見込まれないことで、ＯＰＥＣプラスによる市場の管理が容易になる

可能性がある。ＯＰＥＣプラスは石油需要の回復に伴い、減産幅を段階的に縮小している。次回会合は７

月１日の予定。
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日通、無人倉庫実用化へ   NECと提携、30年代めど

日本通運は完全無人倉庫を2030年代をめどに実用化する。NECと提携して遠隔操作ロボットなどを導入

し、人が介在しない倉庫の実現を目指す。両社は無人倉庫のノウハウを確立して物流企業にロボットやシ

ステムを販売するほか、介護事業など他の分野でも活躍できるロボットの開発にもつなげたい考えだ。

日通の国内2～3倉庫で、1年間ほどかけて倉庫内での人手をかけた作業などの情報を収集する。NECのセ

ンシング技術を活用し、荷物の入荷から出庫までの工程に関わるスタッフの動作や位置などの情報を収集

する。収集したデータをもとに人工知能（AI）に工程を分析させて、ロボットが代替できる作業を洗い出

す。

自動ピッキングロボットの開発にも乗り出す。ピッキングロボットはあらかじめ荷物の大きさや硬さなど

のデータを人が打ち込む必要がある。日通とNECは共同でロボットメーカーへ出資し、荷物情報をAIで自

ら判断してピッキングするロボットを開発する。
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人生100年時代の創造力       SmartTimes　東京農工大学教授　伊藤伸氏

知識は企業の競争力の源泉であり、知識を生み出す従業員の創造力は決定的な役割を果たす。程度の差

はあれ、大半の先進国で労働力の高齢化が急速に進行している。高齢化と創造力の関係は多数の経営者と

従業員にとって大きな関心事であろう。

経済産業省が2018年にまとめた報告書では「人生100年時代の社会人基礎力」を、長期化する社会との関

わりにおいて活躍し続けるために求められる力と定義し、基礎力を構成する「考え抜く力」の1つに創造

力を挙げている。

心理学や行動科学の領域では、人間の創造性は30歳代から40歳代ごろにピークを迎え、その後、年齢とと

もに低下するとの見方が多い。加齢に伴う体力の衰えや意欲の低下が創造性を弱めるとみられ、短期間に

たくさんのアイデアを生むような量的な生産性は若い人ほど高くなる傾向がある。

創造性にはいくつかの側面があるが、特に柔軟性や空想力といった側面で年齢差があるという学術的な指

摘がある。高齢になると、現実に起こりそうもない事柄にあれこれ思い巡らす機会が減ることは自然のよ

うにもみえる。

ただし、健康や性格をはじめとする他の条件がコントロールしにくいため、創造性と年齢の関係について

は実証研究で必ずしも一貫した結果に収束しているわけではない。

しかも、個人のイノベーション関連能力になると、年齢が上がると高まるという逆の関係を示す研究結果

が存在する。イノベーションの実現にはアイデアの創造ばかりでなく、アイデアの実行や普及に関する能

力が必要だからであろう。長年蓄積した知識や経験に基づく思考力や判断力が有効に働く可能性は大きい。

経営学の視点から創造性と年齢の関係を対象に実証研究を進める金沢大学の金間大介教授は「他者のアイ

デアを解釈し、組み合わせ、実行に移すための創造性も今後のイノベーション創出には不可欠であり、ベ

テラン従業員に期待される重要な役割」と指摘する。

歴史上かつてない高齢化と言われながら、国内における創造性と年齢の関係に焦点を当てた実証研究はあ

まり多くない。さらに研究開発のような創発活動に専念できる職務分野を除くと、創造性のマネジメント

に関する研究は希薄だ。加齢に伴う創造力の低下を補う取り組みを積極的に実践する意義は大きいだろう。

特に職場のような集団の創造性に関しては効果的な手段が存在する可能性がありそうだ。試行錯誤や失敗

を許容する風土、年齢打ち止め感を払拭する人事制度、性別や専門分野等に関して多様性を持った従業員

構成、快適なオフィス空間の設計など選択肢は多い。

年齢に伴って創造力の柔軟性の側面が弱まるなら、まずは個人として突拍子もなく楽しいことを空想する

ことから始めてみよう。
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